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豊かな心と確かな学びを育む学校図書館の創造 
～主体的・対話的で、深い学びを支える学校図書館教育～ 

 

会長 宮崎 正子  

（三郷市立 瑞木小学校） 

 各市町村教育委員会をはじめ、各学校及び学校
図書館教育に携わる皆様には、日頃より本会の活
動にご支援とご協力を賜り心より感謝申し上げま
す。 
 さて、小・中学校ともに新学習指導要領が全面
実施となる中、総則に示されている「学校図書館
を計画的に利用しその機能の活用を図り、児童生
徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授
業改善に生かすとともに、児童生徒の自主的、自
発的な学習や読書活動を充実すること」が県内の
各学校で進められていることと思います。受け身
型から探求型の学習への転換に向けて、学校図書
館は、教育課程の展開と児童生徒の健全な教養の
育成のために重要な役割を担っています。今年度
から始まる第６次「学校図書館図書整備等５か年
計画」では、図書の整備、新聞配備、学校司書の
配置等、これまでの５か年計画を踏まえた上での
一層の充実を目指しています。 
 このように子供たちを取り巻く読書環境が整
備、改善されつつある一方、コロナ禍で教育活動
の停滞を余儀なくされていた状態であっても、感
染症の拡大防止と学びの保障の両立を創意工夫し
てきた各学校に改めて敬意を表します。子供たち
を読書に誘うために何ができるか、関係の皆様の
英知を結集して様々な努力を積み重ねたことによ
り、「感染拡大前よりも子供たちの読書量が増え
た」という調査結果の報告もいただきました。制
約の多い生活であっても、子供たちは本を通して
自分自身と向き合う時間を多くもったり、自分の
世界を広げてくれる本と出会うことで多くの感動
を味わったりしてきたのでしょう。きっと、新た
な世界や価値観を学び、深く考え、未来に一歩踏
み出す勇気を湧き起こし、かけがえのない読書体
験を得たことでしょう。 
 
 
 

学校図書館は、豊かな感性や情緒を育む読書セン
ターとしての機能と、教育課程の展開を支える資料
センター、自ら学ぶ学習･情報センターとしての役
割とともに、カリキュラム・マネジメントや GIGA
スクール構想による ICT環境の整備、電子メディア
などにも対応して、時代の要請に応じた新しい教育
の中核となるよう求められています。一昨年度改訂
された「学校図書館メディア基準」（全国 SLA）
は、蔵書の最低基準冊数、配分比率等を大幅に見直
し、印刷メディア（新聞・雑誌）、電子メディアそ
れぞれについても基準数を示しています。ぜひ、自
校の学校図書館資料を点検する際の指標として活用
してください。 
 本会では、未来社会を切り拓くための資質・能力
の育成を求めた新学習指導要領の趣旨を踏まえ、研
究主題に「豊かな心と確かな学びを育む学校図書館
の創造」、副題として「主体的・対話的で、深い学
びを支える学校図書館教育」を掲げ、２つの専門委
員会が以下の活動方針に則り研究を推進します。 
＜活動方針＞ 
（１）情報活用センター委員会 
  学習･情報センターとしての学校図書館の充
実・学び方を学ぶ情報活用能力を育成する指導の在
り方・学校、家庭、地域社会等の連携による読書を
通した学びに関する研究 
（２）読書指導委員会 
  生きる力と豊かな心を育む読書活動の指導の在
り方・学校、家庭、地域社会等の連携による読書活
動の推進の在り方に関する研究 
 また、本年度も読書感想文並びに読書感想画コン
クールを実施します。感性豊かな埼玉の子供たちの
作品が数多く応募されることを期待しています。２
月には、これらの研究内容を収録した研究集録と読
書感想文・読書感想画コンクール優秀作品を紹介す
る「真珠」を発行する予定です。 
 皆様には、今年度もより一層のご支援とご指導を
お願い申し上げます。 

ＮＯ．９３ 
■埼玉県連合教育研究会 ■埼玉県学校図書館協議会       令和５年１０月

 各市町村教育委員会をはじめ、各学校及び学校図
書館教育に携わる皆様には、日頃より本会の活動に
ご支援とご協力を賜り心より感謝申し上げます。 
 さて、小・中学校ともに新学習指導要領が全面実
施となり、総則に示されている「学校図書館を計画
的に利用しその機能の活用を図り、児童生徒の主体
的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に生
かすとともに、児童生徒の自主的、自発的な学習や
読書活動を充実すること」が県内の各学校で進めら
れていることと思います。図書整備においても平成
５年に学校図書館標準を定めて以降、累次の「学校
図書館整備５か年計画」を策定し、学校図書館標準
の達成に向けて取組を推進してきています。学校図
書館標準を達成した学校の割合は増加している反
面、最新の情報を記載していない古い図書が保有さ
れているのも現状です。未だに計画的な整備が進展
していない要因もあります。また、平成２６年に学
校図書館法の改正により、学校には学校司書を置く
よう努めることとされ、財政が厳しい中でも学校司
書の必要性や重要性が強く認識されています。令和
４年度から８年度にかけて第６次「学校図書館図書
整備等５か年計画」では、図書の整備、新聞配備、
学校司書の配置等、これまでの５か年計画を踏まえ
た上での一層の充実を目指しています。 
 また、「令和の日本型学校教育」の推進では、こ
れまでの知・徳・体のバランスの取れた「日本型学
校教育」のよさを維持・発展するには、多くの課題
があげられています。それを解決しつつ、「令和の
日本型学校教育」を推進するために「全ての児童生
徒たちの可能性を引き出す個別最適な学びと協働的
な学びの実現」を課されています。 
学校図書館教育においても受け身型から探求型の

学習への転換に向けて、教育課程の展開と児童生徒
の健全な教養の育成のために重要な役割を担ってい
ます。 
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令和５年度各部事業計画の概要 
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令和５年６月７日（水）、越谷市中央市民会館に於いて埼玉県学校図書館協議会第１回理事会並びに第１回研

究員研究協議会を開催した。コロナ規制緩和で２年ぶりに、第１回理事研究協議会と第１回研究員研究協議会を

同時に行い、活発な協議がなされた。 

 

〈総務部〉 
部長  さいたま市立与野本町小学校  

森 裕子 
総務部は、さいたま市の役員で構成され、「令

和５年度埼玉県読書感想文コンクール及び読書
感想画コンクール」を担当します。 
ここ３年余りの間、コロナ禍にあって、審査

の仕方、出品数、入賞数などを変更してやってき
ましたが、アフターコロナとなってもスタンダ
ードとして残していくやり方も定まって参りま
した。本コンクールのねらいである「子どもたち
が読書の楽しさやすばらしさを味わい、読書の
感動を文章や絵にして表現することをとおし
て、豊かな人間性や考える力を育むこと」を目指
して一層の充実を図って参ります。 
本コンクールを読書活動の励みや目標とし

て、感じたこと、考えたことをゆたかに表現し
て、応募してくださることを楽しみにお待ちし
ています。 
 

〈研究部〉 
部長  三郷市立彦糸中学校  

滝沢 慎 
 「令和の日本型学校教育」の構築を目指し、
個別最適な学びと、協調的な学びを実現するべ
く、ICT の活用等、教育をとりまく環境は、大
きく変化しています。図書館教育においても、
変革期を迎えています。 
 このような中、研究部では、「豊かな心と確か
な学びを育む学校図書館の創造 ～主体的・対
話的で、深い学びを支える学校図書館教育～」
に向けて、これまで培ってきた研究をより一層
深めることを目的に、４委員会で構成されてい
た組織を、本年度、管理運営・利用指導・地域
連携の３委員会を統合した「情報活用センター
委員会」と「読書委員会」の２委員会に改編し
ました。 
 関東ブロック川越大会において、研究の成果
を発表してまいります。 
 

〈情報部〉 
部長   坂戸市立勝呂小学校 

 田中 誠一  
情報部では、今年度も次の３点を中心に取り

組んでまいります。 
 １点目は、学校図書館に関する調査及び資料
の収集・集約です。集約したものは本会広報紙
「埼玉ＳＬＡ」の紙面で広く会員の皆様に提供
いたします。 
 ２点目は「図書館と県民のつどい」（主催：
埼玉県図書館協会）への協力です。県内外から
も多数の来場者があり、例年好評をいただいて
いる催しです。現在、１２月の開催を予定して
おりますが、多くの会員の皆様にご参加いただ
ければ幸いです。 
 ３点目は、読書感想文コンクール審査の速報
版作成です。正確且つ迅速に発行できるよう担
当一同尽力いたします。速報に係るデータ提供
のご協力をよろしくお願いいたします。さらに、
埼玉県学校図書館協議会ホームページの整備に
も着手する予定です。 
 

〈出版部〉 
部長  深谷市立南中学校  

柴﨑 勇二 
出版部では、刊行物の編集、出版、販売などを

中心に行っています。その中でも、毎年応募いた
だいている読書感想文コンクール、読書感想画コ
ンクールの優秀作品を集めた、読書感想文集・読
書感想画集「真珠」を刊行しております。これは、
県内の小・中・特別支援学校に配付しており、有
償で販売もしております。「真珠」には、優秀作
品とともにコンクールの審査結果や審査員の審
査評も掲載しており、各学校で読書感想文、読書
感想画に取り組む際の参考にするなど、活用をし
ていただきたいと思います。 

 また、既刊「司書教諭ガイドブック改訂版」
「すぐできる読書指導」を刊行しております。読
書指導、利用指導、学校図書館の管理・運営の参
考資料として作成いたしました。これらの刊行物
の活用促進もすすめてまいります。 
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第３７回関東地区学校図書館研究大会 川越大会 ８月９日・１０日開催 

 関東地区学校図書館研究大会川越大会運営委員長  

天達 新一  

第３７回関東地区学校図書館研究大会が、令和５年８月９日(水)・１０日(木)の２日間、川越市のウエスタ

川越を会場に約６００名の参会者を集めて盛大に開催されました。 

 この大会は関東１都７県で隔年ごとに開催します。過去に埼玉県が担当したのは１６年前の第２９回大会で

す。開催地はやはり川越市でした。今回の開催にあたり、４年前に県ＳＬＡと高図研の数名で準備委員会を起

ち上げました。過去に大会運営に携わった者がほとんどいない中、何をどうすればよいか暗中模索のスタート

でした。それでも、過去の資料にあたったり、経験者に教えを乞うたりしながら、事務局を中心に運営委員会

を組織して協議を重ねてまいりました。総務部、研究部、会場部、情報部、庶務部等は寸暇を惜しんで入念に

準備を進めてくれました。途中、コロナ禍に見舞われ、開催の是非も検討しましたが、前回の茨城大会で実施

したオンライン開催をヒントに、会場への参集とオンラインを併用するハイブリッド型の開催としました。幸

い、新型コロナウイルスの流行も収束に向かい、会場には５００名が集まりました。その一方で、遠方の方々

も、オンラインによる申し込みを多数寄せてくれました。今回のハイブリッド型の開催は、今後各県で開催す

る大会のモデルケースになるのではと自負しております。 

  これまでの大会でも、参会者がぜひ話を伺いたいという声の多い作家さんにご講演をしていただいています

が、今回は辻村深月さんをお迎えしました。「読むこと・書くことの喜び」と題して、インタビュー形式でお

話を伺いました。ご自身のことについて、読書について、最新作についてなど多岐に亘るお話は尽きることな

く、参会の皆さんも大きな満足感を得たのではないでしょうか。一方、大会のメインである提案発表もワーク

ショップを含めて４０本を超え、しかも、ＳＬＡのＯＢ・ＯＧを中心とした、優れた実践を積み重ねた指導者

が指導・講評を担当してくださり、どの分科会も大盛況でした。 

 「未来への希望と学びを支える学校図書館」を研究主題に掲げた本大会が、各学校・地域の子どもたちの学

びに生かされることを、主催者として切に願っています。 
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令和５年度 埼玉県学校図書館協議会役員一覧 

事務局 〒３４３－０８２３ 越谷市相模町 3 ｰ 165 越谷市立大相模中学校内   中井美穂 

                TEL  ０４８－９８７－２１１１      FAX ０４８－９８７－２１１４ 

本部役員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
あとがき  

 コロナ規制が緩和され、活動が再開されてきています。６月７日の理事会・研究員

研究協議会も例年通り開催できました。また今年度は関ブロ埼玉大会があり、たくさ

んの方々に参加していただいて大きな成果となりました。学校図書館への関心がより

深まることを期待して広報を発信させていただきます。原稿をお寄せ頂いた皆様のご

協力に感謝いたします。 

埼玉 SLA 情報部  
坂戸市立勝呂小学校   田中 誠一 
川越市立南古谷小学校  森田 彩花 
川越市立新宿小学校   中島 晶子 

川越市立霞ヶ関西小学校 八代 和泉 


